
NSS D-8

オーステナイト系ステンレス鋼

代表成分：16Cr-12Ni-3.5Cu

● NSS D-8 は SUSXM7 よりクロムをやや低くし、ニッケルを多くした極軟質オーステナイト系ステンレス鋼です。

● SUSXM7 よりさらに冷間加工硬化性が小さく、非磁性です。

● 深絞りやヘディング、冷間型打ちに適しています。

加工硬化曲線

用途例

屋根成型品

● 洋食器

● 器物

● 電子部品

加工

SUSXM7 に比べて冷間における加工硬化性が小さく、加工による磁性発生は極めてわずかです。 また、時期割れ

に対する感受性も低く抑えられます。

冷間加工性
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冷間加工率と機械的性質の関係

冷間加工率と透磁率

熱処理

固溶化熱処理は、1050 ～ 1100℃に加熱後急冷する。

化学成分

（単位 : %）



NSS D-8

物理的性質

機械的性質

常温機械的性質（測定例）

※融点範囲 : 1,400 ～ 1,450℃

耐食性

耐銹性は SUS304、SUSXM7 と同等です。

耐食性

注
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